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も
、
本
書
と
の
付
き
合
い
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
書
は
、
全
体
と
し
て
、
新
分
野
へ
の
開
拓
的
と
り
く
み
を
行
っ
た

労
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
体
系
性
の
不
足
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
医
療
小
説
の
次
の
章
に
健
康
づ
く
り
政
策
、
そ
の
次
の

章
は
温
泉
と
い
う
配
列
な
ど
も
、
問
題
の
広
さ
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、

理
論
的
整
理
の
余
地
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
外
国
語
の
誤
記
が
や
や
気
に
な
っ
た
。
一
二
四
頁
（
【
巨
言
弓

①
計
ｇ
↓
【
巳
目
１
①
『
①
．
）
、
一
二
六
頁
言
己
ぐ
①
目
ぐ
①
↓
胃
の
ぐ
①
昌
弓
①
）
、

一
二
九
頁
Ｐ
ｇ
ｇ
匙
日
日
ｇ
↓
Ｆ
ｇ
ｇ
鰹
日
日
ｇ
）
、
二
○
五
頁

（
国
肩
肘
昌
普
①
↓
函
巨
哩
の
己
門
馬
）
、
二
○
七
頁
白
目
胃
岸
↓

ご
日
言
の
岸
）
、
二
○
八
頁
（
Ｐ
号
①
寓
弓
呂
葭
農
再
↓
Ｐ
３
①
詳
閏
言
○
三
註
‐

ず
吋
己
Ｏ

（
日
野
秀
逸
）

〔
大
修
館
書
店
、
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
’
二
四
、
電
話
○
三
Ｉ
三
二
九

四
’
二
三
五
九
、
平
成
十
年
二
月
十
日
、
Ａ
五
判
、
二
四
六
頁
、
定
価

二
四
○
○
円
〕

順
天
堂
経
験

Ｉ
嘉
永
年
間
に
於
け
る
日
本
の
医
療
の
実
録

關
寛
斎
［
文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
年
）
ｌ
大
正
元
年
（
一
九
一
二

年
）
］
は
、
十
八
歳
か
ら
四
年
間
佐
倉
順
天
堂
の
学
僕
と
し
て
調
剤
や

診
療
助
手
な
ど
し
な
が
ら
臨
床
を
学
ん
だ
。
徳
島
の
蜂
須
賀
侯
の
侍
医

芝
木
秀
哉
著

と
な
っ
た
彼
は
、
戊
辰
戦
争
の
と
き
三
八
歳
で
官
軍
奥
羽
出
張
病
院
頭

取
（
野
戦
病
院
長
）
を
務
め
た
。
順
天
堂
経
験
と
題
し
た
三
三
疾
患

（
三
六
症
例
）
の
診
療
記
録
か
ら
、
彼
自
身
の
経
験
と
城
舜
海
の
処
方
な

ど
当
時
の
医
学
水
準
と
藺
学
塾
の
医
学
教
育
を
伺
い
知
る
事
が
で
き

づ
（
四
○

解
題
に
は
師
の
佐
藤
泰
然
の
人
と
な
り
、
塾
で
の
医
学
教
育
、
そ
し

て
寛
斎
の
生
涯
と
松
本
（
良
）
順
（
泰
然
次
男
）
、
佐
藤
尚
中
ら
と
の
交

友
を
か
い
ま
見
る
。

維
新
後
徳
島
で
開
業
し
た
が
明
治
六
年
に
禄
を
返
上
し
、
平
民
の
開

業
医
關
寛
（
せ
き
ひ
ろ
し
）
と
な
っ
た
。
彼
は
貧
者
を
救
済
し
て

栄
達
を
望
む
事
な
く
北
海
道
開
拓
に
骨
を
埋
め
た
。
明
治
三
十
五
年

（
七
十
二
歳
）
資
産
を
処
分
し
、
北
海
道
陸
別
で
困
苦
に
耐
え
て
關
農
場

を
開
き
自
作
農
育
成
に
務
め
た
が
、
大
正
元
年
二
九
一
二
）
阿
片
丁

幾
を
服
し
て
自
ら
の
命
を
断
っ
た
。
八
十
二
年
の
苛
烈
な
る
生
涯
で

あ
っ
た
。

芝
木
氏
は
順
天
堂
大
学
所
蔵
の
佐
藤
恒
二
本
（
全
文
翻
刻
）
と
、
田

中
蔵
書
印
の
あ
る
順
天
堂
外
科
実
験
（
２
月
己
２
５
で
あ
る
。
関
Ｒ
国
．

ョ
①
貝
で
は
な
い
）
と
比
較
対
照
さ
れ
た
・
本
編
の
参
考
文
献
の
ほ
か
オ

ラ
ン
ダ
度
量
衡
単
位
の
記
載
も
行
き
届
い
て
い
る
。
長
崎
で
軍
陣
医

学
・
海
軍
伝
習
を
学
ん
だ
寛
斎
の
肖
像
と
原
本
、
慶
応
四
年
（
九
ヶ
月

間
の
）
病
院
日
記
（
と
も
に
自
筆
）
、
ハ
イ
ス
テ
ル
の
肖
像
と
そ
の
オ
ラ

ン
ダ
語
の
外
科
書
・
手
術
器
械
図
な
ど
も
載
せ
て
あ
る
。

第
一
例
排
尿
困
難
。
（
ゴ
ム
製
）
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
を
繰
り
返
し
た

が
排
尿
な
く
、
膀
胱
穿
刺
を
行
っ
た
。
入
門
三
年
生
の
寛
斎
は
泰
然
の
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第
十
三
例
「
ケ
イ
ゼ
ル
レ
ー
キ
ス
ネ
チ
ヲ
」
は
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）
大
宮
の
伊
古
田
純
道
の
本
邦
第
一
例
の
帝
王
切
開
に
つ
い
て
報

告
し
て
い
る
が
、
寛
斎
自
身
の
症
例
で
は
な
い
。

第
十
六
例
（
腹
腔
）
内
部
に
発
す
る
大
瘍
Ⅱ
虫
垂
炎
よ
り
盲
腸
周

囲
炎
を
お
こ
し
た
十
三
歳
少
女
の
症
例
。
刺
絡
で
八
オ
ン
ス
の
血
を
取

り
、
患
部
に
ヒ
ル
五
十
匹
を
あ
て
血
を
吸
わ
せ
て
切
開
排
膿
、
一
時
は

発
熱
し
て
脱
水
、
衰
弱
し
た
が
十
一
日
で
膿
は
減
少
し
治
癒
せ
し
め
え

た
。
第
二
十
例
泰
然
が
執
刀
し
た
乳
癌
（
二
五
歳
、
四
三
歳
、
六
十
歳
、

四
十
歳
）
四
症
例
。
何
れ
も
麻
酔
の
記
載
も
な
く
、
阿
片
投
与
の
記
載

も
な
い
。
「
手
術
の
間
患
者
痛
苦
す
る
の
景
況
は
甚
し
か
ら
ず
（
マ
マ
）

…
華
岡
者
流
の
大
毒
性
な
る
麻
薬
を
も
ち
う
る
の
愚
を
さ
と
る
…
術
後

三
時
間
安
眠
し
覚
め
て
飯
を
喫
す
る
こ
と
常
に
異
な
ら
ず
」
と
あ
る
。

麻
酔
な
し
の
手
術
に
驚
悟
す
る
。

索
引
に
は
人
名
の
ほ
か
普
段
使
い
慣
れ
た
語
彙
や
医
療
器
具
、
薬
剤
、

あ
る
い
は
書
籍
を
記
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
が
き
に
は
陸
別
町
斎
藤
省

三
氏
が
資
料
を
貸
し
出
さ
れ
た
事
に
謝
辞
を
述
べ
、
ま
た
医
史
学
会
中

西
淳
朗
先
生
、
二
宮
陸
雄
先
生
の
示
唆
に
富
む
提
言
を
載
せ
ら
れ
た
事

を
付
記
す
る
。

（
藤
田
俊
夫
）

助
手
を
務
め
た
。
甘
耒
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
な
ど
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。

第
二
例
肺
炎
が
急
性
増
悪
し
呼
吸
・
循
環
障
害
で
死
亡
し
た
例
で

あ
る
。
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
、
塾
生
た
ち
は
病
理
解
剖
の
必
要
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

〔
Ｋ
Ｋ
東
神
堂
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
司
町
二
’
十
四
、
電
話
○
三

’
三
二
五
二
’
一
七
六
一
一
、
平
成
十
二
年
九
月
、
二
一
九
頁
、
三
○

○
○
円
〕「

精
神
医
療
論
争
史
』

日
本
神
経
学
会
は
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
創
立
さ
れ
て
、

そ
れ
が
改
称
さ
れ
た
日
本
精
神
神
経
学
会
は
間
も
な
く
一
○
○
周
年
を

む
か
え
る
。
西
説
に
よ
る
精
神
病
学
の
本
格
的
な
も
の
は
、
一
八
八
六

年
（
明
治
一
九
年
）
に
榊
俶
が
帝
国
大
学
医
科
大
学
で
最
初
の
精
神
病

学
講
義
を
し
た
時
に
は
じ
ま
る
と
す
る
と
、
二
五
年
の
歴
史
を
有
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
敗
戦
か
ら
す
で
に
五
六
年
、
戦
後
史
は
精
神

科
医
療
史
の
半
分
を
し
め
て
い
る
。
だ
が
、
精
神
科
医
療
に
お
い
て
も

戦
後
史
は
充
分
に
と
と
の
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

浅
野
さ
ん
の
『
精
神
医
療
論
争
史
」
は
、
「
わ
が
国
に
お
け
る
「
社
会

復
帰
」
論
争
批
判
」
と
副
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
精
神
医
療
」
誌

（
批
評
社
）
に
一
九
九
二
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
、
こ
の
副
題
を

題
と
し
て
一
六
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仙
台
市
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
精
神
疾
患
を
も
つ
人
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従

事
す
る
な
ど
の
実
践
の
立
ち
場
か
ら
、
「
社
会
復
帰
」
に
関
す
る
重
要
論

争
を
批
判
的
に
ま
と
め
て
い
る
の
が
、
本
書
で
あ
る
。

浅
野
さ
ん
は
ま
ず
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
語
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
い
ま
、
ふ
る
い
「
社
会
復
帰
」
の
語
を
な
ぜ
つ
か
う
の
か
、

浅
野
弘
毅
著


